
 
Application 
News 

No. O72 

全有機体炭素測定 
 
 
 

電池材料金属粉末の炭素量測定 

 

LAAN-A-TC049

電池の電極材料にはその種類によりさまざまな金属粉末
が使用されています。電池は携帯電話やノートパソコン、自
動車などわれわれの身の回りで使用されることが多いため、
高い安全性が必要です。そのため材料として使用されている
金属材料は高純度であることが求められます。 
島津固体試料 TOC 測定システムを使用すると、金属粉末
に含まれる炭素濃度を迅速・簡便に測定することができます。 
今回は島津全有機体炭素計 TOC-LCPH と固体試料燃焼装置
SSM-5000A の固体試料測定システムを使用して、リチウム
イオン電池の正極材として広く使用されるコバルト酸リチ
ウムを全炭素測定した例を紹介します。 
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 分析方法 
市販のコバルト酸リチウム（図2）の粉末試薬約100 mgを
SSM-5000A の試料ボートに入れて秤量して、TC（全炭素）
測定しました。次にコバルト酸リチウム 100～200 mg に、
炭素物質としてグルコースを、炭素濃度が 5.0 %および 1.0 %、
0.2 ％になるように添加して測定試料を調製し、TC測定しま
した。 
分析計の校正は、グルコース粉末試薬（炭素濃度 40 %）を
TC測定することにより検量線を作成しました。 
 

表 1 測定条件 
分析計 : TOC 固体試料測定システム 

（全有機体炭素計 TOC-LCPH＋固体試料燃焼装置
SSM-5000A） 

セル長 : ショートセル 
TC 酸化方式 : 燃焼触媒酸化（燃焼温度 900 ℃） 
測定項目 : TC（全炭素） 
検量線 : グルコース粉末試薬（炭素濃度 40 ％）による 1点

検量線 
試料 : コバルト酸リチウム（リチウムコバルト (Ⅲ) オキシ

ド、LiCoO2）試薬 
添加物質 : 5 ％添加時はグルコース粉末、1 %添加時は 5 %C

グルコース水溶液、0.2 %添加時は 0.5 %C グルコー
ス水溶液を使用 

 

 
図 1 リチウムイオン電池 

 
 

 
図 2 コバルト酸リチウム 

 
 
 分析結果 
コバルト酸リチウムおよびそれらに炭素物質を添加した
ものを測定した結果を表 2に、測定チャートを図 3に示しま
す。炭素物質を添加した試料が精度よく測定されていること
がわかります。 
 

表 2 測定結果 
試料 TC 測定値（％C） 

コバルト酸リチウム 0 
コバルト酸リチウム＋0.2 ％グルコース 0.209 
コバルト酸リチウム＋1 ％グルコース 0.999 
コバルト酸リチウム＋5 ％グルコース 5.02 
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 分析データ 

 
図 3 測定データ 

試料：コバルト酸リチウム 

試料：コバルト酸リチウム＋1 ％グルコース 試料：コバルト酸リチウム＋0.2 ％グルコース 

試料：コバルト酸リチウム＋5 ％グルコース 

検量線 


